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近年、母国での日本語学習後、日本へ留学に来る中国人日本語話者が増加している。また、

日本人の中で中国語を学習する人や中国へ留学する人も増えている。その一方で、日本語母語

話者の中には、海外留学や日本語教育、他言語学習や異文化には興味がなく、外国人と会話を

したことが一度もない人もいる。このことから、日本に留学中の中国人日本語話者（以下、CJS）が

接触する日本語母語話者（以下、JJS）は、異文化接触の頻度の差、異言語への興味の差などに

より、多種多様なコミュニケーション行動をするであろうと推測できる。本研究はこのような疑問に端

を発し、CJS と JJS が参加する接触場面を解明することを目的とする。具体的には、（１）両者はど

のようなコミュニケーション・ストラテジー（以下、CS）を使用しながら会話を続け相互理解をし、課題

を達成しているのか、（２）その相互行為の特徴は何か、を調査・分析する。 

本研究では、JJS の調査協力者を（１）日本語教育関係者ではないこと、（２）中国語学習経験

がないこと、（３）留学経験がないこと、の 3 点に該当する人を対象とし、CJS とペアでコンビニデ

ザートの商品開発を 45 分間で行ってもらった。このタスクで、（１）購入者のターゲット（年齢・性別・

職業等。複数の対象者でも可）、（２）コンビニ内の商品を置く位置（人気商品の近く・冷凍ケース

近く等）、（３）商品の独創性・オリジナリティ（他の商品（既存商品や他デザートの既存商品）と違う

ところ）、（４）商品の特徴、（５）商品のキャッチコピー、（６）商品の宣伝・販売促進方法とその戦略

方法、の以上 6 点について考えながら、対話をしてもらった。 

 研究の分析対象としたデータは上記のタスク遂行過程の会話を文字化したものである。分析

の枠組みは、柳田（2009，2011）および一二三（2002）のものを援用し、発話カテゴリーの、情報を

提供する「情報やり場面」と、情報を受け取る「情報とり場面」に焦点をあてる。 

分析の結果、JJS は、（1）確認チェックを使用し、CJS の発話に関心を持って聞いてい

る（2）確認チェックと援助発話を使用し、自身と CJS の両者の認識の差、理解の差を埋

めている、（3）CJS からの援助発話には答えられる場合と答えられない場合がある、の 3

点が明らかになった。  CJS は、（1）社会的立場、（2）双方向性タスクの経験の有無、

（3）日常的に求められるもの、の３点により説明要求、確認チェック、援助発話の使用

頻度が異なることが明らかになった。 

問題点では、（1）CJS は自身の日本語能力の自信のなさ、いらだち、面子、JJS への遠

慮や配慮により、自身の知らない語彙を、ストラテジーを使用し解決するのではなく、話

の文脈から予想し会話についていくこと、（2）JJS は外国人と会話をすることに慣れてい

ないために、CJS からの援助発話に答えることが困難な場合があること、（3）JJS の専門

的な発話に CJS が混乱し、援助要求がしにくくなることの３点であると思われる。 

今回行ったタスクは、（1）知識的にも現実的にも難易度が高く、（2）比較的非現実的に

寄るタスク活動、という 2 点の問題点が発見された。双方向性タスクの今後の課題点とし

て、現実と非現実の差があげられる。 

今回のタスクの調査協力者を、JJS の調査協力者を留学経験のない、海外に関わりのな

い人に依頼した。今後は、留学経験と中国語が話せる JJS と CJS に、同様のタスクを行

い、比較したい。また、ただ商品のアイデアを考えてもらうだけでなく、その開発した商

品を専門の人に見てコメントを貰い、また改善するタスク内容に変更し、会話支援ストラ

テジーを使用する頻度が増えるよう設定を改善したい。 
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